
学番６３ 県立柏崎総合高等学校

～キャリア教育の取組～

－ 総合学科の特色を活かした教育活動 －

柏崎総合高校 校訓

｢ 自 立 ｣ ｢ 創 造 ｣ ｢ 共 生 ｣
生徒一人一人に自己の興味･関心､適性を理解させたうえで､各々の分野でのプロフェショナルを志向させ､生涯にわたりその努力をして

いける人材を育成する。総合学科の特色を活かした｢総合力｣を身につけるため､地域の諸機関(大学･企業･商工会議所等)と連携を図り進路

意識を向上させるとともに､学問と職業について理解を深めることを目指し､校内教科間の連携を積極的に行い実践を重視した教育活動を

行っています。
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生徒指導 進路指導
特別活動 道徳教育

科目:産業社会 大学・企業・ 専門科目の 教科間連携
と人間 諸機関との連携 学び 協働

□１自己理解､□２職業理解､□３ライフプラン設計､□４マナー学習､□５自己のあり方生き方､□６高等学校における学びのデザイン､□７基礎学力､□８文章力の
定着､□９自己の進路に関する情報収集､□10職業選択講座､□11意見文作成講座､□12平和･体験学習､□13進路実現(就職･進学)とスケジュール策定､□14面接･ビ
ジネスマナー講習､□15社会人講座 □16企業･大学･専修学校 1 日バス見学会､□17地元新潟産業大学及び新潟工科大学訪問､□18校内開催講演会(柏崎商工

会議所青年部､柏崎リーダー塾運営協議会)､□19キャリア教育高校生対象講演会(柏崎職安管内雇用促進協議会)､□20新潟産業大学と新潟工科大学の先生

方から､高校の授業の進度に合わせて講義を受ける､□21家庭､□22福祉､□23ビジネス､□24情報､□25アグリ､□26フード､□27農場での作業実習(水稲､野菜､果

樹､鉢花など)､□28食品加工実習(製菓､醸造など)､□29販売実習､□30調理実習､□31保育実習､□32介護実習など､□33農業実習と保育実習が連携し､保育園児
の芋掘り体験､□34食品加工実習で製造した製品のパッケージを情報処理実習で制作､□35加工品や農産物をビジネス実習で販売､□36他校ではできない

コラボレート実習､□37販売実習であればお客様､□38介護実習であれば利用者の方と直接接する機会､□39自らが感じ､考え､学んでいく。
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○ 科目｢産業社会と人間｣をベースに

科目｢産業社会と人間｣において、目指す

べき道を自らが考え、学習を自らが選択す

ることで、総合的な学習の時間との連携を

図り、キャリア教育を深めていきます。

○ 大学･企業･諸機関との連携

１）企業・学校訪問と講演会

２）大学出張講義

○ 専門科目の学び

普通科目だけでなく、系列履修や科目選択によ

り、職業に関する専門の学習ができます。
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○ 教科間連携と本校の特長

実習には、総合学科である本校ならでは

の特長があります。｢協働」について、体

験的に学ぶことができ、｢生涯にわたって

学び続ける力、主体的に考える力｣を身に

つけていくことができます。
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